
■今までと今から■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 454号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

454 目次 

1. ご挨拶とお誘い 

2. まつむら塾より 

3. ブログより： 今までと今から 

4. 今週の動向＋今後の予定  

5. アクセスポイント：問い合わせ先 

6. このメルマガについて 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

1. ご挨拶とお誘い 

 

先週のご報告。 

まず私事ですが、12/19(火)は 41回目の結婚記念日。 

カミさんの料理作りを僕が少し手伝って、家族を招いて食べました。 

翌 12/20(水)ひざの定期健診に行くと、なんと医師から「もっと積極的にリハビリしてください」と発破をかけ

られてしまいました。 

そこで一念発起して、12/21 は 1,300＋1,300＋1,400＝4,000 歩、12/22 は 2,200×3＋1,100＝7,700 歩、12/23

ついに笑恵館から療養先の日楽庵まで 4,100歩 43分を一気に歩きました。 

先月 17 日の退院以来、家族には日楽庵と笑恵館の間を交代で送迎してもらいましたが、そろそろ自力移動を再

開したいと思います。 

・ 

今週はいよいよ今年の最終週、しっかりリハビリを加速して、年明けからの本格稼働に備えたいと思います。

また、12/30(金)の午後は、「ソーシャル忘年会」と称してゆるーい忘年会(交流会)を笑恵館で開催します。 

これは、先日 FB に投稿した「せたがやソーシャルビジネスコンテスト 2013」に反応した有志（YI君）が、勝

手に企画してくれたイベントです。 

来年の「笑恵館 10周年イベント」の第 1回作戦会議と位置付けていますので、奮ってご参加を！。 

その他年末に向け、祖師ヶ谷大蔵駅周辺での私的な忘年会（飲み・食い・語り）大歓迎です。 

月水金の夜ならば、松村の部屋に宿泊も可能ですので、気軽にお誘い下さい！。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 



2．まつむら塾より 

 

現在開催中の講座は下記の通り（1か月分）。 

名称 日時・内容 場所 受講料 

土曜ガイダンス講座 毎週土曜日 10-17時 笑恵館 無料 

実現学（夜教室） 12/27 (水)22-24時・B21.自分の印象 

01/10 (水)22-24時・B22.清書の意味 

01/17 (水)22-24時・B23.表現の工夫 

01/24 (水)22-24時・B24.伝達の確認 

zoom 3,000円/回 

実現学（火朝教室） 12/26 (火)10-12時・B25.感動の作り方 

01/16 (火)10-12時・B11.疑問とは何か 

01/30 (火)10-12時・B12.理系と文系 

笑恵館 3,000円/回 

その他、希望者さえいれば、全講座新規開講いたしますので、気軽にお問い合わせください。 

 

■地主の学校・販売中 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. ブログより： 今までと今から 

 

先日まつむら塾で「今（いま）」の話をした。 

今とは時間のことで、when（いつ）の答えに相当する。 

「このタメになる講座いつ受けるか？、今でしょ！」の今を指す。 

僕たちにとって時間とは、今しかないのが現実だ。 

だが、記憶の中には過去があり、想像の中には未来もある。 

そして、どちらもそれを今と思うことで、僕らはそこに行った気になれる。 

過去は「今まで」、そして未来は「今から」として明らかに存在する。 

と、、、こんな調子で面白い話をしたかったのだが、なぜか話は空回りして、しどろもどろになってしまった。 

今日は次回の講義に備え、この場を借りて頭の整理を試みたい。 

・ 

まず、現在・過去・未来という言葉があるが、僕はこの分類になじめない。 

先ほど述べたとおり、現在には「過去を含む今まで」と「未来を含む今から」の 2 面が有り、過去や未来を現

在と切り離すことはできないと僕は考える。 

「今を生きる」が、「過去や未来を一切考えない生き方」だとしたら、そんなの不可能だ。 

そもそも「今」とは、「特定の現在」でなく「時間的な自分の居場所」のことを指す。 

僕たち人間は、「これ」という一人称を用いることでどこにでも身を置くことができるので、当時者本人には

「これまで、これから」、その相手には「それまで、それから」がそれぞれの「過去・未来」に相当する。 

したがって、多くの人が様々な時に身を置いて過去や未来ばかりを眺めており、そうした人に対する戒めの言

葉が「今を生きよ」なのだと僕は思う。 

・ 

さて、過去と未来は順番の問題で、過去が先（まで）で未来が後（から）なのは明らかなのだが、「明日まで」

は過去か、「昨日から」は未来だろうか。 



「明日まで」とは「今から明日まで」のことなら未来だし、「昨日から」は「昨日から今まで」のことなら過去

になる。 

だが、それはあくまで今を基準とした「今からと今まで」のことであり、明日を基準にした「明日までと明日

から」では、「明日まで」は過去だと考えるべきだ。 

もしも時間軸（歴史ともいう）を想定して過去や未来を論じるなら、まずは自分の居場所を決めるべき。 

そして、その時間的居場所より以前のことなら過去であり、それ以後が未来となる。 

これを怠ったために、先日のまつむら塾は「私は嘘つきである」的なパラドックスに陥ってしまったようだ。

（説明は別の機会に）。 

ここでの話は、宇宙全般のことでなく、あくまで僕やあなたのこと。 

自分の居場所を想定せずに世界の話をするのは絶対にやめた方がいい。 

・ 

次に、過去は増加し未来は減少するという事実。 

先ほどの気付きから、ここで扱う時間とは自分に与えられた時間を指す。 

なので、80年程度生きるであろう僕に取り、与えられた時間は 80年程度ということになる。 

誕生から死亡まで、僕の今は 80年間を動いていく。 

誕生時に 80年有った未来は、日々刻々と現実化し経験しながら過去になり、その分残された未来が減少する。 

もちろん未来は未知なので、残存未来は不明だが、増加で無く減少していることだけは明らかだ。 

もしも自分の夢の実現まで、残された未来が足りなければ、誰かにその実現を託す必要が有る。 

僕が継続や承継にこだわるのはそのためだ。 

僕に残された時間はごくわずかかも知れないので、承継は一刻を争う急務となる。 

・ 

そして最後に、過去と未来の最大の違いは、過去はすでに現実化し、未来はまだしていないこと。 

正確に言うと、過去は「現実世界」に存在し、未来は「頭の中」に存在するので、過去に比べて未来は極めて

個別なものとなる。 

1999年 8月、僕は会社の倒産を経験し、2つのことを学んだ。 

１つは、倒産(破たん)はあくまで自己申告だということ。 

もう一つは、どうせ潰れるならもっと早く、少しでも被害が小さいうちに潰せばよかったということだ。 

そして今、いやむしろ僕が学んだ当時から、僕よりずっと重症な破綻者がいる。 

それは我が国・日本国、来年度予算は過去最大の 112兆円で、その 3割が国債の返済と利払いに充てられる。 

ここでは説明しないが、この問題の解決ビジョンを僕は聞いたことがない。 

僕に見えるのは、破綻を申告できない先送り社会が、やがて「もっと早く破たんすればよかった」と後悔する

未来だ。 

多くの人はこれを聞いても、「じゃあどうすれば良いのか」とか「あなたはどうする」というばかり。 

・ 

だが僕は、分かって欲しいわけではない。 

この未来に興味を持ち、まずは共有して欲しい。 

同じ地点を今にして、そこから見える過去と未来、理由と目的、原因と結果、そして問題と答えを、共に考え

て欲しい。 

僕が承継したいのは、その答えでなく問題だ。 

何も考えずに済むように答えを教えるのでなく、共に考えて欲しいから問いに対する答えの例を示すだけ。 

まつむら塾は、そんなプロジェクト。 

来年はもっと急ぎたいと思う。 



 

https://nanoni.co.jp/20231225-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

4. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はまつむら塾受付中） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）12/26笑恵館作業日 

講義〇：10-12時 まつむら塾：実現学 25（笑恵館） 

 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（zoom） 

（水）12/27日楽庵作業日 

診療×：09-11時 ひざ骨折検診リハビリ（関東中央病院） 

講義〇：22-24時 まつむら塾：実現学 21（zoom） 

（木）12/28笑恵館作業日 

 交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_4木朝（笑恵館） 

 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

 交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_4木夜（笑恵館） 

（金）12/29日楽庵作業日 

（土）12/30笑恵館作業日 

 交流◎：13-17時 笑恵館ソーシャル忘年会（笑恵館） 

（日）12/31休業日 

（月）01/01休業日 

 

■今後の予定 

01/09 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（zoom） 

01/11 会議〇：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

01/13 交流◎：10-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

01/14 会議×：10-12時 100SMILES_2日（zoom） 

01/18 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

01/18 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

01/20 交流〇：18-20時 住人食事会_3土（笑恵館） 

01/23 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（zoom） 

01/25 交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_4木朝（笑恵館） 

01/25 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

01/25 交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_4木夜（笑恵館） 

01/28 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会_4日（飯能） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 



・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


